
No.768No.768
平成27年12月８日発行

20152015

赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

02 第112回義士祭

04 忠臣蔵ウイーク、有年考古館イベント案内

05 マイナンバー制度のお知らせ

06 秋の叙勲・褒章

08 トライやる・ウィーク

16 図書館新刊情報  　　　　　　　　　　

17 情報コーナー

22 忠臣蔵の散歩道

23 くらしのカレンダー

■今月の内容

堂
々
と
演
じ
た「
子
ど
も
義
士
物
語
」
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義
士
の
偉
業
を
た
た
え
、
赤
穂
義
士

の
鎮
魂
、
追
慕
の
思
い
を
再
確
認
す
る

機
会
と
し
て
、
義
士
の
眠
る
花
岳
寺
、

義
士
を
祀
る
大
石
神
社
で
灯
籠
に
よ
る

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
主
な
行
事
》

●

灯
籠
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

花
岳
寺
義
士
墓
所
、
大
石
神
社
義
士

史
料
館
・
大
石
邸
庭
園
が
無
料
開
放
と

な
り
ま
す
。

　

花
岳
寺　

17
時
〜
20
時

　

大
石
神
社　

17
時
〜
21
時

●
  

義
士
大
行
燈
奉
掲
、
大
ろ
う
そ
く
に

よ
る
義
士
鎮
魂

　

大
石
神
社　

17
時
〜

※  

義
士
大
行
燈
奉
掲
は
14
日
も
行
い
ま
す
。

●
義
士
追
慕
の
灯
火

　

大
石
主
税
と
同
じ
年
齢
と
な
る
市
内

中
学
３
年
生
が
赤
穂
義
士
に
思
い
を
は

せ
、
提
灯
に
描
い
た
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
会
場
内
に
展
示
し
ま
す
。

　

赤
穂
城
跡
武
家
屋
敷
公
園

　

17
時
〜
20
時

●
  

西
尾
市
吉
良
町
の
吉
田
三
区
青
年
部

に
よ
る
三
州
吉
良
太
鼓

　

花
岳
寺　

17
時
10
分
〜
17
時
30
分

●

三
遊
亭
楽
松
師
匠
に
よ
る
追
慕
寄
席

　

花
岳
寺　

17
時
30
分
〜

●
  

播
州
赤
穂
義
提
團
に
よ
る
竹
あ
か
り
、

ニ
ラ
雑
炊
の
お
も
て
な
し

　

花
岳
寺
門
前
広
場　

17
時
〜
21
時

●

松
区
自
治
会
提
灯
行
列

　

花
岳
寺
門
前
広
場
〜
お
城
通
り
〜
赤

穂
城
跡
本
丸
間
を
提
灯
片
手
に
歩
き
ま

す
。（
参
加
自
由
）17
時
〜
20
時

●

こ
ど
も
歌
舞
伎

　

京
都
山
科
大
石
神
社
で
公
演
の
こ
ど

も
歌
舞
伎
。
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
「
口
上
」

と
「
四
段
目
」
を
上
演
し
ま
す
。

　

大
石
神
社　

13
時
〜

●
  

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ

・  

和
太
鼓
や
吹
奏
楽
、
合
唱
な
ど
の
音

楽
ス
テ
ー
ジ

・  

東
映
剣
会
の
木
下
通
博
さ
ん
と
峰
蘭

太
郎
さ
ん
に
よ
る
舞
台
あ
い
さ
つ

・  
映
画
「
太
秦
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
の
放
映

　

文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

13
時
〜
20
時
（
予
定
）

●

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド

　

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
赤
穂
城
跡
大

手
門
前
（
義
士
娘
人
力
道
中
、
彦
根
鉄
砲

隊
、
こ
ど
も
大
名
行
列
、
こ
ど
も
義
士

行
列
、
大
名
行
列
、
義
士
行
列
は
、
大

手
門
か
ら
出
発
）
か
ら
、
し
お
み
ラ
イ
ン
、

千
鳥
ヶ
浜
ロ
ー
ド
、
中
央
通
り
、
い
き

つ
ぎ
広
場
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
の
内
容
や
予
定
時
間
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
の
で
、
各
出
演

団
体
の
皆
さ
ま
に
大
き
な
声
援
と
拍
手

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

司
会
、
映
画
解
説
等
で
お
な
じ
み
の

浜
村
淳
さ
ん
の
パ
レ
ー
ド
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
は
じ
め
、
東
映
剣
会
の
迫
力
あ
る
殺

陣
に
都
若
丸
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し 

義
士
追
慕
の
前
夜
祭 

十
三
日

赤
穂
義
士
祭 

十
四
日

ま
す
。

　

義
士
祭
本
部
で
は
、
西
尾
市
吉
良
町

よ
り
三
州
吉
良
太
鼓
の
演
奏
が
12
時
25

分
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

●

忠
臣
蔵
交
流
物
産
市

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
赤
穂
城
跡
内

で
の
忠
臣
蔵
交
流
物
産
市
に
は
、
津
山

牛
そ
ず
り
鍋
や
、
豊
岡
の
焼
き
ガ
ニ
、

米
沢
牛
串
焼
き
等
、
普
段
な
か
な
か
口

に
で
き
な
い
、
様
々
な
地
域
の
特
産
品

が
集
合
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
市
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
彦
根
鉄
砲

隊
の
演
武
は
、
赤
穂
城
跡
隅
櫓
前
に
て

行
い
ま
す
。（
奉
納
演
武
9
時
30
分
〜
）

●

お
も
て
な
し
ゾ
ー
ン

　

駅
前
通
り
で
は
、
移
動
販
売
車
に
よ

る
ご
当
地
グ
ル
メ
販
売
や
関
西
福
祉
大

学
に
よ
る
早
か
ご
レ
ー
ス
を
開
催
し 

ま
す
。

　

そ
の
他
、
花
岳
寺
や
大
石
神
社
で
は
、

追
慕
法
要
や
追
慕
大
祭
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

●

義
士
祭
会
場
内
２
箇
所
を
巡
る

　
義
士
祭
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

会
場
内
の
２
箇
所
で
ス
タ
ン
プ
を
押

し
、
ゴ
ー
ル
の
忠
臣
蔵
交
流
物
産
市
会

場
へ
行
く
と
抽
選
券
が
も
ら
え
ま
す
。

（
先
着
５
０
０
名
）
そ
の
他
に
参
加
賞
と

し
て
「
赤
穂
の
塩
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
先

着
１
，０
０
０
名
）

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　

①
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
②
情
報
物
産
館

　

義
士
祭
当
日
は
、
パ
レ
ー
ド
等
に
関

連
し
て
、
し
お
み
ラ
イ
ン
、
千
鳥
ヶ
浜

ロ
ー
ド
、
中
央
通
り
、
駅
前
通
り
、
露

店
が
並
ぶ
お
城
通
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら

の
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

周
辺
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
特
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
赤
穂
義
士
祭
開

催
の
た
め
に
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●

車
両
通
行
止　

9
時
〜
17
時
30
分

※  

終
了
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※  

千
鳥
ヶ
浜
ロ
ー
ド
は
パ
レ
ー
ド
終
了

後
、
規
制
解
除
予
定
。

【
交
通
規
制
の
お
願
い
】

俳優　西郷輝彦さん
　  大石内蔵助役として義士行列
特別出演

パレードの通過予定時刻

パ
レ
ー
ド
終
了
地
点

※ 時間等は予定のため変更になる可能性があります。

大名行列 11:40
義士娘人力道中 12:35
義士行列 13:20

①赤穂城跡大手門

金管バンドパレード 10:00
協賛パレード 10:30
大名行列 12:00
東映剣会殺陣 演12:20
義士娘人力道中 12:38
忠臣蔵名場面の山車 13:18
義士行列 13:32

②大手門前 放送席

金管バンドパレード 10:16
協賛パレード 10:47
東映剣会殺陣 12:45
義士娘人力道中 12:55
大名行列 13:35
忠臣蔵名場面の山車 14:18
義士行列 14:28

③中央通 放送席

金管バンドパレード 10:20
協賛パレード 10:53
義士娘人力道中 13:01
東映剣会殺陣 演13:15
大名行列 14:10
忠臣蔵名場面の山車 14:30
義士行列 14:40

④行列本部 放送席

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

お
も
て
な
し
ゾ
ー
ン

②大手門前 
　放送席

③中央通放送席

①赤穂城跡大手門

250 250

消

イオン

情報物産館

ロータリー

会場案内図

赤穂警察署

加里屋まちづくり会館

スタンプゴール地点

市役所 公園

図
書
館

市
民
会
館

大
石
旧
邸
宅

消

消

④行列本部 
　放送席

プラット赤穂 観光情報センター（2階改札前）

武家屋敷公園

090-5162-9157

献血

　赤穂市最大のイベント「赤穂義士祭」を

本年も赤穂義士が討ち入りを成し遂げた

12月14日（月）に行います。

　義士行列は、大石内蔵助役として、俳

優の西郷輝彦さんが出演します。

　西尾市吉良町から吉田三区青年部の迫

力ある「三州吉良太鼓」を披露していただ

きます。

　ぜひ、この機会をお見逃しなく！

問赤穂義士祭奉賛会事務局

 （赤穂市産業観光課）

 ☎43・６８３９
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マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

マイナンバー制度のお知らせ

●
  

国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治

体
な
ど
が
、
口
座
番
号
や
口
座

の
暗
証
番
号
、
所
得
や
資
産

の
情
報
、
家
族
構
成
や
年
金
・

保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た

り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
  

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
や
手

紙
、
訪
問
に
は
絶
対
に
応
じ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
管
理

対
応
の
困
難
さ
な
ど
を
過
度

に
誇
張
し
た
商
品
販
売
や
不

正
な
勧
誘
な
ど
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ

る
こ
と
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
、
自
分

の
勤
務
先
な
ど
送
付
者
が
明

ら
か
な
も
の
を
除
き
、
安
易
に

開
封
し
な
い
よ
う
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど

の
手
続
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

電
話
、
メ
ー
ル
、
訪
問
な
ど

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
通
知
カ
ー

ド　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書　

在
中
」
、「
転
送
不
要
」
と

赤
字
で
書
か
れ
た
封
筒
に
入
っ

て
、
簡
易
書
留
で
各
世
帯
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。
普
通
郵
便
で
ポ

ス
ト
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
達
員
が
代
金
を
請
求

し
た
り
、
口
座
番
号
な
ど
の
情
報

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

●
  

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

の
返
信
用
封
筒
に
は
、
顔
写
真

や
個
人
情
報
を
含
ん
だ
申
請
書

を
入
れ
て
、
返
信
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
返
信
用
封

筒
の
宛
先
が
「
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
で
あ
る

か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
書
に
口
座
番
号
な
ど
を
記
載

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま 

せ
ん
。

「
な
り
す
ま
し
」
の
郵
便
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
う
し
た
手
口
で
、
人
を
欺
く

な
ど
し
て
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
す
る
こ
と
は
法
律
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
不
正
な
提
供
依
頼
を
受

け
て
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他

人
に
教
え
て
し
ま
っ
て
も
、
刑
事

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
依
頼
は
詐
欺
の
手
口
で
す

マイナンバーは、一生使うものです。大切にしてください。

　マイナンバー制度をかたる不審な問い合わせやメール、個人情報の取得にご注意ください。

　次のような電話などにくれぐれも注意してください！

●問い合わせ先 ・通知カード、個人番号カードについて 市民課戸籍係　☎４３・６８１９

 ・制度全般について 行政課情報政策係　☎４３・６８５１

マイナンバー総合フリーダイヤル
が開設されました

0120・95・0178（無料）
　「通知カード」「個人番号カード」に関するこ
とや、その他マイナンバー制度に関する問い
合わせにお答えします。
　　平　日：9：30 ～ 22：00
　　土日祝：9：30 ～ 17：30
※年末年始12月29日～１月３日を除く

Q  　ポストに簡易書留不在票が入っていましたが期限が過ぎて

しまいました。どうしたらいいですか？

A  　郵便局の保管期限を過ぎた通知カードは市役所に戻ってき

て一定期間保管されますので、本人確認書類を持参のうえ市

民課戸籍係の窓口で受け取ってください。

　　•  顔写真入り本人確認書類（運転免許証、パスポートなど

官公署発行のものに限る）の場合・・・1点

　　•  顔写真入りの本人確認書類でない場合（健康保険被保険

者証、介護保険被保険者証など）・・・2点

　本人又は同じ世帯員以外の代理人が受け取る場合は、①通知

カード名義人の本人確認書類、②代理人の本人確認書類（法定

代理人の場合は戸籍抄本など）、③委任状が必要です。

今後、様々な場面でマイナンバーを使うことになり
ますので通知カードは必ず受け取りましょう。

～通知カードの受け取り～

☎

・

皆
さ
ま

午前10時～午後４時
　（入館は午後３時30分まで）

玉
づ
く
り
体
験
教
室

〜
ガ
ラ
ス
玉
・
勾
玉
を
作
ろ
う
！
〜

播
磨
の
弥
生
墓

ー
円
形
周
溝
墓
と
方
形
周
溝
墓
ー

　

義
士
祭
一
週
間
前
か
ら
赤

穂
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
発
足

し
た「
忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク
実

行
委
員
会
」
。「
幻
の
天
守
閣

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
10
年

目
を
記
念
し
、
実
行
委
員
会

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
音
と
光
と

映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
忠
臣
蔵 U

kiyoe

」を
上
映
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
50
を
超
え
る

イ
ベ
ン
ト
や
１
２
０
以
上
の

店
舗
等
が
ウ
イ
ー
ク
限
定
企

画
を
実
施
し
ま
す
。

●

幻
の
天
守
閣

　

赤
穂
城
天
守
台
（
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
連
日
）
17
時
〜
21

時
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
「
光
の
天
守
閣
」
が

出
現
。
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
毎

日
点
灯
さ
れ
ま
す
。

●
  

音
と
光
と
映
像
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン「
忠
臣
蔵 

U
kiyo
e

」

　

赤
穂
城
跡
本
丸
庭
園　

天

守
台
壁
面
（
12
・
13
日
）17
時

30
分
か
ら
30
分
ご
と
に
上
映

（
最
終
）20
時
30
分
。

　

幻
の
天
守
閣
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
荘
厳
な
音
楽

が
流
れ
る
な
か
、
デ
ジ
タ
ル

映
像
を
天
守
台
石
垣
に
投
射

し
、
音
と
光
と
映
像
が
創
り

出
す
幻
想
的
な
空
間
を
演
出

し
ま
す
。

　

歴
史
と
光
が
織
り
な
す

ア
ー
ト
、
そ
し
て
日
本
が
世

界

に

誇

る

芸

術
「U

kiyoe

」

（
浮
世
絵
）
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク

12
月
５
日
〜
14
日

忠臣蔵ウイーク2015
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　防犯意識を高めるため、小中学生からポスター・標語を募集し、多

くの応募作品の中から次の方が入賞されました。おめでとうござい

ます。これらの作品は、平成28年度防犯カレンダーに掲載されます。

また標語(最優秀作品)は、防犯ステッカーとして公用車に掲載され

ます。

優秀賞 大津　琴弓さん（尾崎小６年） 原田　一輝さん（御崎小６年）

入　選 春名　朝凪さん（塩屋小６年） 山内　雛乃さん（御崎小６年）

 井上悠太郎さん（御崎小５年） 清水　麻央さん（赤穂中３年）

佳　作 藤木　奨真さん（赤穂小６年） 上住　小夏さん（塩屋小６年）

 塩田　亜未さん（赤穂西小６年） 望月　　蒼さん（高雄小６年）

 川原　実莉さん（坂越中３年）

優秀賞

「ぼくの手は　はなさないでね　おかあさん」 中野　佑紀さん（赤穂小２年）

「身につけよう　防犯ブザーとけいかいしん」 杉本　亜美さん（赤穂西小５年）

「あいさつは　ぼうはんひろげる　心の目」 加藤　萌花さん（高雄小４年）

入　選

「かぎかけた？　たしかめ大事　再かくにん」 野村　　亮さん（城西小４年）

「あぶないよ　一人の行動　やめようよ」 松山友里愛さん（塩屋小３年）

「SNS　投稿前に　確にんを」 久保田真由さん（尾崎小６年）

「万引きは　心をこわす　犯罪だ」 高橋　華音さん（御崎小５年）

「いってきます　いきさききちんと　つたえよう」 木村　優花さん（御崎小３年）

「このかおしってる？　しらないかおなら　ついていかない」 守田　央都さん（高雄小１年）

「考えよう　家族を守る　合言葉」 山手　裕斗さん（有年小６年）

「犯罪は  　将来の夢　ぶちこわす」 徳田　貴大さん（赤穂中１年）

旭日小綬章

地方自治功労

豆田 正明さん
（加里屋・71歳）

元 赤穂市長

　11月３日に発令された秋の

叙勲及び褒章に赤穂市から５

名の方が受賞されました。

（年齢は１1月３日の発令日現在）

平成27年度
赤穂の

警察官賞

笹岡至人
警部補

　11月26日の「暴力追放・地域

安全赤穂市民大会」で、市民の

安全な暮らしを守るために活

躍された２名の警察官に「赤穂

の警察官賞」が贈られました。

　平成22年から赤

穂警察署に勤務され

て以来、交通安全教

育等を通し市内の事

故防止に尽力され、

重大事故発生時には

他の署員の模範とな

る迅速な対応・捜査

に当るなど、市民の

安全と安心の確保に

務め、地域の治安

維持に貢献されま 

した。

池添浩幸
巡査長

　平成21年から赤穂

警察署に勤務されて

以来、交番勤務員と

して市内の治安維持

に尽力され、数多く

の事件検挙のみなら

ず、学童立番や住民

からの各種相談対

応に真摯に取り組む

など、市民の安全と

安心の確保に務め、

地域の治安維持に

貢献されました。

平成27年度
社会福祉功労者
厚生労働大臣表彰 　民生委員児童委員の涌元雅代さん（加里

屋中洲）が、永年にわたり地域福祉の推進

に尽力された功績に対し、厚生労働大臣表

彰を受賞されました。

平成27年

秋の叙勲・褒章
瑞宝双光章

教育功労

氏平 源吾さん
（鷏和・75歳）

元 公立小学校長

環境美化活動表彰

　赤穂市まちづくり振興協会では、環境美化

活動に積極的に取り組んでいる方々に対し、

10月30日、市役所で表彰を行いました。

【受賞者】

松村良則さん（坂越）、浅川朋子さん（坂越）、

井筒俊秀さん・玉浦正明さん（坂越）、河本吉

雄さん（有年）

　「第35回全国中学生人権作文コンテスト 兵庫県大

会西播磨地区予選」及び「平成27年度西播磨小学生人

権書道コンテスト」において赤穂市から次の方が入賞

され、12月19日に宍粟市山崎文化会館ホールで開催

される「西播磨人権のつどい」において表彰されます。

作  文  最優秀賞 石井あゆみさん（赤穂中１年）

 優秀賞 下脇　美都さん（赤穂西中１年）

書  道  最優秀賞 宮本　佳穂さん（城西小６年）

 優秀賞 榮　　美帆さん（塩屋小３年）

瑞宝単光章瑞宝単光章

消防功労

中野 敏行さん
（中広・66歳）

元 赤穂市消防司令長

消防功労

今井 　武さん
（中広・64歳）

元 赤穂市消防団
副団長

黄綬褒章

業務精励（鍼灸マ

ッサージ業）

清水 幸代さん
（上仮屋南・66歳）

現 清水マッサージ
院自営

最優秀賞

中丁　美乃さん
（坂越中３年）

防犯ポスター

防犯標語

最優秀賞

「ばれなきゃいい 

 そんな気持ちが 落とし穴」

國本　朋伽さん
（赤穂中２年）
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　ケーキ作りをしていた赤穂西中の前田さんと山下さん

にインタビューをしました。

　
こ
の
５
日
間
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
取
材
の
時
も

そ
う
で
な
い
時
も
笑
顔
を
忘
れ

な
い
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
お
世
話
に
な
っ
た
て
さ
ん
、

企
画
広
報
課
の
皆
さ
ん
、
市
役

所
の
皆
さ
ん
、
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
生
活
と
将
来
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
５
日
間
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
し
ん
ど
か
っ
た
こ
と
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
本
当
に
い

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
中
に
も
学
べ
た
こ
と
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

通
し
て
、
広
報
を
も
っ
と
見
よ
う

と
思
っ
た
し
、赤
穂
に
つ
い
て
も
っ

と
も
っ
と
た
く
さ
ん
知
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
た
め
に

用
意
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
担
当

者
の
て
さ
ん
５
日
間
の
い
い
思

い
出
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
企
画
広
報
課
の
活
動
を
通
し

て
仕
事
を
す
る
大
変
さ
や
、
取

材
を
す
る
上
で
笑
顔
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
知
り
、

こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
事
業
所
を
選
ん

で
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
て
さ

ん
、
お
世
話
に
な
っ
た
市
役
所
の

皆
さ
ん
、
取
材
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
事
業
所
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
穂
西
中
学
校
２
年

山
之
口
　
愛
美

赤
穂
西
中
学
校
２
年

山
口
　
夏
実

赤
穂
東
中
学
校
２
年

塚
本
　
安
紀

１０月19日～ 23日

　10月19日（月）から23日（金）の5日間、中学２年生が職場体験などを

通して地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」を実施しました。今年は、市内5

中学校の2年生447名が130事業所で、貴重な体験をしました。受け入

れてくださいました事業所の皆さま、地域の皆さま、ご協力ありがとうご

ざいました。

かみや製菓本舗

Q１ ここを選んだ理由は何ですか。

A将来このような仕事に就きたいから。（山下、前田）

Q２ この仕事をしてみて学んだことは何ですか。

A作るだけではなく陰でも頑張っている人がいるというこ

と。（山下）

　皆さん頑張っていた。（前田）

Q３ 大変だったことは何ですか。

Aクッキーを丸める作業と、切るのが硬くて大

変だった。（山下）

　商品を入れる袋にシールを貼るのが大変

だった。（前田）

Q４ この仕事を選んでよかったことは何ですか。

Aケーキ作り等の体験ができたこと。（山下、

前田）

Q５ この仕事の経験を今後どのように生かしてい

きたいですか。

A家でケーキを作るときに生かしたい。（山下、

前田）

　 配架作業などをしていた赤穂西中の

明石さん、木元さん、西尾君、吉川君に

インタビューをしました。

関西福祉大学図書館

Q１ ここを選んだ理由は何ですか。

A本が好きだから。（明石・木元・西尾）

　本と触れ合いたいから。（吉川）

Q２ この仕事をしてみて感じたことは何で

すか。

A覚えることが多い。（明石）

　配架が大変。（吉川）

Q３ 仕事のやりがいを感じるときはどんな

時ですか。

A配架作業やバーコード貼りがうまくいった

とき。（明石・木元）

　配架の請求番号がすぐに見つかったと

き。（西尾）

Q4 この仕事を

今後どのよう

に生かしてい

きたいですか。

A本を整理する

ように自分の

部屋も綺麗に

したい。（吉川）

　ベッドメイキングをしていた赤

穂中学校の薦田君と本莊君にイ

ンタビューをしました。

赤穂ロイヤルホテル

Q1 ここを選んだ理由は何で

すか。

Aどのような工夫をしているの

か知りたかったから。（薦田）

　ホテルの裏方の仕事を知り

たかったから。（本莊）

Q２ この仕事で楽しかったことは何ですか。

A客室清掃で達成感を得ることができた。

（薦田・本莊）

Q３ ここで何が学べましたか。

Aお客様に失礼がないようにすること。（薦

田）

　決められた時間内で最善を尽くすこと。

（本莊）

Q4 今後頑張りたいことは何ですか。

A様々なことに積極的に取り組みたい。（薦

田・本莊）

　お守りの袋詰めをしていた赤穂中の入江さ

んと馬江さんにインタビューをしました。

大石神社

Q１ ここを選んだ理由は何ですか。

Aこの仕事に憧れていたから。（馬江）

　昔からここで働いてみたかったから。（入江）

Q２ この仕事で楽しかったことは何ですか。

Aお守りを授与すること。（馬江・入江）

Q３ 失敗したことは何ですか。

Aお守りを授与するとき声が小さかったこと。（入江）

　授与のときの言葉遣い。（馬江）

Q４ ここで何が学べましたか。

A仕事の責任や大変さ。（入江・馬江）

Q５ 今後頑張りたいことは何ですか。

A言葉遣い。（入江）

　礼儀やたしなみ（馬江）

　日本三大緞通の一つである赤穂

緞通を織り込んでいた赤穂西中の土

肥さんにインタビューをしました。

赤穂緞通を伝承する会

加里屋工房

Q１ この事業所を選んだ理由は何で

すか。

A緞通は手作業で作るので、ぬくも

りを感じることができると思った

から。

Q２ この仕事で失敗してしまった事

はありますか。

A作業の時、結ぶ場所を間違えて

しまったこと。

Q３ この事業所を選んでよかったと

思うことは何ですか？

A事業所の方が優しかった。赤穂

の文化を体験することができた

こと。

　園児とさつまいも掘りをしていた赤穂東中の

上田さん、萩原さん、天野さん、丸山さん、出口

さんにインタビューしました。

御崎幼稚園

Q１ この事業所を選んだ理由は何ですか。

A小さい子どもと遊ぶのが好きだから。（上田）

Q２ この仕事の魅力は何ですか。

A小さい子どもとたくさん遊べて、いろいろな思い

出ができること。（萩原）

Q３ 園児と触れ合うことで何か変わったことは

ありますか？

A表情がやわらかくなった。（萩原、上田、丸

山）

Q４ 学校とどちらが楽しいですか？

A幼稚園！！（上田、萩原、天野、丸山、出口）

編
集
後
記
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冬
は
感
染
症
の
季
節

予
防
対
策
は
万
全
で
す
か
？

エ
イ
ズ
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
と
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

目
に
は
見
え
な
い
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
、
カ
ビ
な
ど
と
い
っ
た
た

く
さ
ん
の
病
原
体
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
病
原
体
が
体
内

に
侵
入
し
、
繁
殖
し
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
疾
患
が
感
染
症
で
す
。

　

冬
に
感
染
症
が
流
行
し
や
す

い
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
１
つ

に
気
温
と
湿
度
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
低
温
、
低
湿
度
を
好
む
ウ

イ
ル
ス
に
と
っ
て
、
寒
く
、
空

気
が
乾
燥
す
る
冬
は
最
適
な

環
境
で
す
。
さ
ら
に
、
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
と
、
せ
き
や

く
し
ゃ
み
の
飛
沫
が
小
さ
く
な

り
、
飛
沫
に
含
ま
れ
た
ウ
イ
ル

ス
が
遠
く
ま
で
飛
び
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
度
の

せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
感
染

範
囲
が
拡
大
し
、
感
染
ス
ピ
ー

ド
も
上
が
り
ま
す
。

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
流
行
す

る
感
染
症
が「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」で
す
。

①
手
洗
い

　

ド
ア
ノ
ブ
、
電
車
の
吊
り
革
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す
り
な

ど
、
普
段
何
気
な
く
触
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
も
病
原
体
が
付

着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
原
体
は
、
手

ど
う
し
て
冬
に
な
る
と
感
染

症
が
蔓
延
す
る
の
？

今
日
か
ら
始
め
よ
う
！

感
染
症
予
防
対
策

　

日
本
に
お
い
て
平
成
26
年
１

年
間
に
報
告
さ
れ
た
新
規
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
１
，０
９
１
人
、

エ
イ
ズ
患
者
数
は
４
５
５
人
で

あ
り
、
兵
庫
県
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
は
23
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は

11
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）の
感
染
に

よ
っ
て
、
体
を
病
気
か
ら
守
っ

て
い
る
免
疫
機
能
が
徐
々
に
破

壊
さ
れ
て
い
く
病
気
で
す
。

　

感
染
し
た
場
合
、
数
週
間
以

内
に
か
ぜ
症
状
が
で
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
自
覚
症
状

の
な
い
時
期
が
10
年
以
上
続
き
、

さ
ら
に
進
行
す
る
と
免
疫
力
が

低
下
し
て
、
本
来
な
ら
自
分
の

力
で
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る

病
気（
日
和
見
感
染
症
）を
発
症

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
定
期 

的
な
通
院
で
病
状
の
コ
ン
ト

12
月
1
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気

　

人
と
犬
が
仲
良
く
暮
ら
す
に

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
ち
、

し
っ
か
り
と
し
た
し
つ
け
と
、

ご
近
所
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
気
配
り
が
大
切
で
す
。

●
  

散
歩
の
と
き
は（
引
き
綱
）に

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
か
わ
い
い
犬
で

も
、
犬
の
苦
手
な
人
や
子
ど
も

に
は
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
犬
の
放
し
飼
い
は
せ

ず
、
リ
ー
ド
で
つ
な
い
で
散
歩

し
ま
し
ょ
う
。

●

猟
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ

　

猟
の
た
め
に
犬
を
放
す
場
合

は
、
現
場
の
安
全
確
認
を
徹
底

し
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
猟
犬
が

人
や
ペ
ッ
ト
に
襲
い
か
か
る
こ

と
が
な
い
よ
う
十
分
な
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
  

ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　

散
歩
の
と
き
は
、
ふ
ん
の
持

ち
帰
り
に
使
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
と

尿
を
流
す
た
め
の
水
を
入
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
な
ど
の
用
意

が
必
要
で
す
。

　

ふ
ん
・
尿
を
で
き
る
だ
け
自

宅
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
つ
け

を
す
る
と
、
雨
の
日
な
ど
散
歩

が
で
き
な
い
日
で
も
ト
イ
レ
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問  

保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
９
８
５
５

　

農
林
水
産
係 

☎
43
・
６
８
４
０

を
介
し
て
口
や
鼻
、
目
な
ど
の

粘
膜
か
ら
体
内
に
侵
入
し
、
感

染
し
ま
す
。
石
け
ん
を
使
っ
た

こ
ま
め
な
手
洗
い
で
感
染
の
機

会
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

②
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
飛
沫
が
１
〜
２
ｍ
も
飛
ぶ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
段
か

ら
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
直
接
、

人
に
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
  

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
袖
口
な

ど
で
口
と
鼻
を
お
さ
え
、
周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
る
。

●
  

使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す

ぐ
に
ふ
た
付
き
の
ご
み
箱
に

捨
て
る
。
手
で
お
さ
え
た
場

合
は
、
直
ち
に
手
を
洗
う
。

●
  

症
状
の
あ
る
人
は
正
し
く
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
感
染
予
防

に
努
め
る
。

③
う
が
い

　

電
車
内
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
人
が
大
勢
集
ま

る
場
所
の
空
気
中
に
は
、
病
原

体
が
た
く
さ
ん
漂
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
帰
宅
直
後

の
う
が
い
が
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
の
ど
や
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
時
に
も
、
う
が
い
を
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
換
気
・
湿
度
管
理

　

室
内
の
空
気
中
に
病
原
体
を

停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
、
こ
ま
め

に
窓
を
開
け
て
換
気
を
行
う
こ

と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
ウ
イ

ル
ス
は
乾
燥
し
た
空
気
を
好
み

ま
す
。
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
を
室
内

に
吊
る
し
た
り
、
加
湿
器
を
利

用
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
適

度
な
湿
度（
湿
度
40
％
以
上
）を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に

は
、
予
防
接
種
も
有
効
で
す
。

　

夜
間
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
、
小
さ
な
お
子
様
が
急
に

病
気
や
け
が
な
ど
緊
急
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る
か
ど
う
か
悩

ん
だ
場
合
は
、
ま
ず
は
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
兵
庫
県
小
児
救
急
医
療
相
談
】

●

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０

　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話

の
場
合
は
、

 

０
７
８
・
７
３
１
・
８
８
９
９

●

相
談
時
間

　

平
日
・
土
曜
日
18
時
〜
24
時

　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
、

　

9
時
〜
24
時

【
子
ど
も
の
救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

症
状
別
に
受
診
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
の
目
安
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

ご
存
知
で
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
＆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

インフルエンザの予防
接種はお済みですか

　インフルエンザ感染予防

として、手洗い・うがい・

規律正しい生活を送ること

が大切です。また、予防接

種はインフルエンザへの感

染を防ぐ有効な方法のひと

つであり、予防接種を受け

ることにより発症しても重

症化を防ぐことが期待でき

ます。

　市では、平成28年1月31

日（ただし、医療機関が指

定する日）まで高齢者のイ

ンフルエンザ予防接種を実

施しています。

　また、子どものインフル

エンザ予防接種の費用の助

成を行っています。対象に

なるお子様には助成券を送

付しています。

　詳細は、保健センターへ

問い合わせください。

高齢者の肺炎球菌感染予
防接種を実施しています

　日常でかかる肺炎は、主

に細菌やウイルスが肺に入

り込んで起こる肺の炎症で

す。肺炎の原因菌で最も多

いのは、肺炎球菌で、肺炎

球菌は、人のからだや日常

生活の中にも存在していま

す。高齢であったり、から

だの抵抗力が弱まったとき

などにかかりやすく、重症

化すると死に至ることもあ

ります。

　肺炎を防ぐには、毎日でき

る予防として、手洗い・うが

い・マスクの着用があります。

日頃から、禁煙、免疫力を高

める、慌てて食べ物を食べ

たり飲んだりしないことも大

切です。また、予防接種を

行うことにより肺炎を予防す

ることもできます。

　対象者等詳細は、保健

センターへ問い合わせくだ 

さい。

ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、

現
在
で
は「
不
治
の
病
」で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
で

は
、
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
午
後
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
・
匿
名
・
要

予
約
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
な
こ
と
が
あ
る
方
は
赤

穂
健
康
福
祉
事
務
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問  

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所 

地

域
保
健
課 

☎
43
・
２
３
２
１

感
染
が
心
配
な
場
合
は
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

カタログ請求はお済みでしょうか？

●  対象　平成27年１月～ 12月生ま

れで、兵庫県内の市町に住民登

録をされたお子様

●  進呈内容　第１子、第２子は１万

円相当、第３子以降は、３万円相

当のベビーギフトカタログ

●  申込締切日　平成28年２月15日

（月）（当日消印有効）

※  申込書は、県からの依頼により、

赤穂市が発送しています。（11月

30日時点で、平成27年10月生ま

れのお子様の分までお送りして

います。再発行は行いません）

問  兵庫県健康福祉部 こども局こど

も政策課 ☎０７８・３６２・４１８３

障害者就労施設「ロビー販売」

好評実施中！
　障がいのある人の自立促進と施設のＰＲ等の

ため、市庁舎エントランスホールにおいて、障

害者就労施設による「ロビー販売」を実施してい

ます。皆さん、ぜひご利用ください。

●実施日等　毎週水曜日　午前11時～午後2時

　赤穂市役所　庁舎内１階 エントランスホール

●参加事業所及び取り扱い予定品目

事業所名 取り扱い予定品目
＊当日変更となる場合がございます。

１ みのり大地 クッキー各種、ケーキ、かりんとう

２ 赤穂精華園有年事業所 赤穂塩ラスク、焼ドーナツ、ワッフル、
菓子パン

３ ワーキング西播磨作業所 さをり織、まゆ製品、その他小物

４ 赤穂精華園授産寮 花苗、寄せ植え、自家製野菜の漬物、
とうふまるごとやきどーなつ、季節の野菜

５ フロンティア 赤穂手作りラスク Frontier、備前焼
（コップ類、箸置きなど）

６ わかば園 野菜、さきいか、封筒

●実施予定日
日程 担当事業所

1月

6日 わかば園
13日 ワーキング西播磨作業所
20日 赤穂精華園授産寮
27日 赤穂精華園有年事業所

2月

3日 フロンティア
10日 みのり大地
17日 わかば園
24日 ワーキング西播磨作業所

3月

2日 赤穂精華園授産寮
9日 赤穂精華園有年事業所
16日 フロンティア
23日 みのり大地
30日 わかば園

問社会福祉課 障がい福祉係　☎43・6833

＊  実 施 予 定 日
に、行事等の
都合でエント
ランスホール
が使用できな
い場合は中止
となることが
あります。
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第27回義士親善友好都市交流会議「忠臣蔵サミットin赤穂」が10月30日、文化会館で開催されました。忠臣蔵ゆかりの全国15自治体が

参加し、情報交換を行うなどして一層の連携を確かめ合いました。

1 参加自治体は、「忠臣蔵の縁とおもてなしによるまちづくり」をテーマに事例発表を行いました。また、NHK大河ドラマの誘致活動の

事例や提案の発表も行われ、明石市長は「ゆかりの地が連携し、大河ドラマの誘致に取り組んでいきたい」と呼び掛けました。　2 赤穂

幼稚園児と陣たくんによるオープニングセレモニー　3「カリスマ添乗員」として知られる日本旅行の平田進也さんによる「カリスマ

添乗員から学ぶ地域の魅力」をテーマに記念講演。　4 ２日目は播州赤穂観光ガイド協会の案内による市内見学（10/31 赤穂城跡ほか）

第27回義士親善友好都市交流会議第27回義士親善友好都市交流会議

忠臣蔵ゆかりの自治体が一堂に集う

第５回赤穂シティマラソン大会が11月８日、城南緑地陸上競技場を発着点に

開催され、全国各地から3,579人のランナーが参加し、赤穂の魅力を満喫し

ました。　1 ハーフマラソンの部男子総合優勝の岩佐燎さん（赤穂市出身）

2 スタート前に恒例の「勝どき！」　3 中学女子の部優勝の小林朝さん（赤

穂西中）　4 力強く選手宣誓をする大島早登君と村下綺菜さん　5 一斉に

スタートするハーフマラソンの部　6 ３キロ地点の唐船サンビーチ　7 ９

キロ地点の御崎　8 海浜公園内の給水地点　9 19キロ地点のお城通り　10 

勢いよく駆けだす小学生　1112 タイムを競うことなく楽しみながら走る

「ファンラン」　13 応援を背にラストスパートする選手　14 懸命に走る小学

生を後押しするＡＳハリマアルビオンの選手

第５回赤穂シティマラソン大会第５回赤穂シティマラソン大会

赤穂の魅力を肌で感じる

有年牟礼、有年原、有年横尾を管轄する第14分団に、消防ポンプ車

を更新整備するため引渡式が行われました。明石市長から望月消防

団長へ、望月消防団長から福本第14分団長へ引き渡しが行われた

後、新型ポンプ車で放水訓練を実施しました。（11/５ 消防本部）

消防ポンプ自動車引渡式消防ポンプ自動車引渡式

わがまちの安心・安全を守る

11月15日、城西地区を対象に、地震津波対策の充実

強化と地域住民の防災意識の高揚を目的として、津

波避難・情報伝達訓練を実施しました。訓練には、城

西地区の各自治会をはじめ、消防、警察、県防災士

会、市職員など821人が参加。また他の地区でも情報

伝達訓練が実施されました。（城西小学校ほか）

赤穂市津波避難・情報伝達訓練赤穂市津波避難・情報伝達訓練

南海トラフ巨大地震に備えて赤穂市出身の戦没者1,381柱に追悼の誠をささげ、新たな平和への誓

いを込めて戦没者追悼式が開催されました。ご遺族や来賓、市民の皆

さん約250名が参列し、戦争の悲惨さを風化させず、次世代に語り継

ぎ、恒久平和の確立を祈念しました。（11/20 文化会館）

赤穂市戦没者追悼式赤穂市戦没者追悼式

平和への誓いを込めて

フォトニュース
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国保医療だより

12月1日から国保証が変わりました

　赤穂市国民健康保険の被保険者証（国保証）は、12

月１日に一斉更新を行い、黄緑色に変わりました。新

しい国保証は、11月中に国保加入者全員分を世帯主

宛にまとめて簡易書留郵便でお届けしています。

　国保証は、国保に加入していることの証明であり、

医療機関等にかかる際の受診券です。被保険者一人

ひとりが大切に管理してください。

　また、医療機関等で診療を受ける際には、必ず本

人の新しい国保証を窓口へ提示してください。提示し

ないと保険が適用されず、全額自己負担しなければ

なりません。

　国民健康保険税を納期内に納付されていない世帯

又は所得申告等の課税資料が未提出である世帯主及

び被保険者がいる世帯で、まだ納税相談、申告受付

をしていない人は、早急に済ませていただき、国保証

の交付を受けてください。

　なお、有効期限が切れたうす紫色の国保証は、12

月28日までに市役所又は最寄りの公民館まで返却す

るか、ハサミで刻むなどして各自で確実に破棄してく

ださい。

国保証の裏面に臓器提供意思表示欄を設けています

　臓器を提供したい人の意思を尊重し、すべての命

を大切にする視点から、少しでも多くの人が臓器提

供にご理解・ご協力をいただけますよう、国保証の

裏面に臓器提供意思表示欄を設けています。臓器提

供意思表示欄の記入は任意であり、意思表示を強要

するものではなく、未記入でもかまいません。

※  意思表示した内容について、他人に知られたくな

い場合は、意思表示欄の保護シールを用意してお

りますので、国保医療係（市役所１階④番）の窓口

でお受け取りください。

●  国保証と一緒に同封しているパンフレット「赤穂

市の国保」の裏面にジェネリック医薬品希望カー

ドを設けています。切り取ってご利用ください。

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813国民年金掲示板

年金の受給年齢を迎えると「年金請求書」等が事前に送付されます！

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　「最近、何でもないところで、よくつまずく」「少

し歩くとしんどい」など、こんな事はありませんか？

① 階段を手すりや壁をつたわらずに
昇っていますか

０．はい １．いいえ

② 椅子に座った状態から何もつかま
らずに立ち上がっていますか

０．はい １．いいえ

③ 15分位続けて歩いていますか ０．はい １．いいえ

④ この１年間に転んだことがありま
すか

１．はい ０．いいえ

⑤ 転倒に対する不安が大きいですか １．はい ０．いいえ

※　１．を１点で計算する

　地域包括支援センターでは、介護予防を目的に、

コツ骨筋力向上トレーニング教室を実施していま

す。高齢者向けのトレーニング機器を使用し、一人

ひとりに合わせた個別プログラムで、筋力を向上さ

せ、転倒予防を目指します。

●  対象者　65歳以上の介護認定を受けていない人

で、かつ①～⑤の質問の合計点数が３点以上の人。

●時　間　月曜コース・木曜コース

　　　　　午後１時30分～３時

●場　所　総合福祉会館

●参加費　無料

●定　員　各コース15名

●持ち物　飲み物（水分補給用）、タオル

●申込・相談　地域包括支援センター

 ☎４２・１２０１

 相談Ｑ１ 　今年60歳になる女性です。第３号被保険

者期間が10年、厚生年金保険加入期間が９年ありま

した。日本年金機構から年金請求書ではなく「お知ら

せ」のはがきが送られてきましたがなぜでしょうか？

 Ａ 　日本年金機構で把握している加入期間のみでは

年金の受給資格が確認できない場合は、年金請求書

ではなく、年金制度への加入期間等が印字された、「お

知らせ」が送付されます。昭和61年３月以前の会社員

等の配偶者であった期間などの合算対象期間（カラ期

間）を足すと年金受給資格を満たす場合もありますの

で、年金事務所へご相談ください。

 相談Ｑ ２　昭和31年２月生れの女性です。高校卒業

後、会社勤めをして厚生年金保険に11カ月だけ加入

しました。後は昭和51年２月から国民年金に加入し、

60歳になるまで40年間保険料を納めるつもりです。

日本年金機構から送付される書類はどうなりますか？

 Ａ 　厚生年金保険の加入期間が１年以上ある場合は、

老齢厚生年金の受給開始は60歳ですが、１年未満の

場合は65歳からになります。60歳の誕生日前にその

旨を記載した「年金のお知らせ」がまず送付され、65歳

誕生日前に「年金請求書」が本人あてに送付されます。

 相談Ｑ３ 　私（夫）は、厚生年金に38年間加入してい

ました。妻（58歳）がいますが、年金請求にあたり、加

給年金について教えてください。

 Ａ 　加給年金額は年金の家族手当のようなもので

す。厚生年金加入期間20年以上ある人が、老齢厚生

年金（定額部分）を受けるようになった時点で、妻が以

下の要件に該当すれば加給年金が支給されます。

①妻の年齢が65歳未満で生計を維持されている。

②妻の厚生年金の加入期間が20年未満である。

＊  妻の厚生年金の加入月数が原則240月（20年）未満

であれば、妻が特別支給の老齢厚生年金を受給し

ても、妻が65歳に到達するまでの間、加給年金額

は夫の老齢厚生年金に加算されます。

＊  妻が65歳になると、夫に支給されていた加給年金

額が打ち切られます。妻が老齢基礎年金を受けら

れる場合には、一定の基準により妻自身の老齢基

礎年金の額に加算がされます。

（注）  夫が自営業で妻が厚生年金に加入している場合

等、夫と妻が逆の場合もあります。 介護保険相談室

コツ骨筋力向上トレーニング教室に参加してみませんか？
高齢者を見守る支えるネットワーク

地域包括支援センター　☎ 42・1201

　原長生会では平成27年度から、会員の沼田福
恵さんの指導の下、パン作りを始めています。

現在の参加者は16名です。
　あん、ベーコン、ウィンナー、タマネギ、卵等を使ってパンを焼いています。
ピザを作ったこともあります。大変美味しく出来上がったと思います。
　会員の方々が減農薬で作られた野菜を持参され、助けていただいてい 
ます。
　生地の発酵の待ち時間には、色々と楽しく会話をしており、次回に何を
作るかの相談もします。完成したパンは
試食をし、半日の間、楽しく和気あいあ
いと過ごしています。
　今後も、色々と意見を出し合い、新し
い事にも挑戦させてもらい、食の楽しさ
を続けていきたいと思います。
 （陰山　美鈴）

原長生会
サークル「ゆりの会」

市老連だより いきいき赤穂 №9

有年地区老人クラブ連合会

老人クラブ新春将棋大会
の参加者を募集します

●  日時

　平成28年１月27日（水）

　午前10時～

●場所　市民会館

●  対象　市内在住の60歳

以上の人

●定員　15名

●参加費　300円

●  申込　12月21日（月）ま

でに社会福祉課いきが

い福祉係へ参加料を添

えて申し込みください。

●申込・問い合わせ先

　  社会福祉課 いきがい福

祉係 ☎４３・６８０９
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図書館～ ～Library
ら い ぶ ら り

http://www.ako-city-lib.com

「
終
わ
っ
た
人
」 
内
館 

牧
子

　

壮
介
は
定
年
を
迎
え
て

途
方
に
暮
れ
た
。｢
ま
だ
俺

は
成
仏
し
て
い
な
い｣
と
職

探
し
を
す
る
が
…
。
生
き

甲
斐
を
求
め
あ
が
き
続
け

る
男
に
再
生
の
時
は
訪
れ

る
の
か
？

「
１
日
３
分
！
指
体
操
で
元
気

な
脳
に
な
る
！
」 

白
沢 

卓
二

　

脳
を
活
性
化
さ
せ
て
充

実
し
た
毎
日
を
送
る
た
め

に
、
身
近
な
ア
イ
テ
ム
を

使
っ
た
指
体
操
、
ゲ
ー
ム

を
と
り
入
れ
た
指
体
操
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ゴ
リ
ラ
が
胸
を
た
た
く 

わ
け
」 

山
極 

寿
一

　

胸
を
叩
く「
ド
ラ
ミ
ン

グ
」は
戦
い
の
宣
言
で
は
な

く
、
争
い
を
避
け
る
た
め

の
行
為
―
。
霊
長
類
の
研

究
者
が
ゴ
リ
ラ
の
生
態
を

紹
介
。

「
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と

う
」 

鈴
木 

ま
も
る

　

必
ず
や
っ
て
く
る
誕
生

日
。
お
腹
の
な
か
か
ら
出
て

く
る
の
が
わ
か
っ
て
待
っ
て

い
た
日
。｢

う
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う｣

を
伝
え

る
絵
本
。

イ ベ ン ト の紹介

■ “本の福袋 “　で運だめし！
テーマ別３冊入で “ 本の福袋 “ の貸出をしま

す。利用カードと福袋を持って窓口へ。借り

ている本と合わせて10冊までとなります。

限定80袋！（大人50、子ども30）

１月５日（火） 午前10時～（無くなり次第終了）

■図書館ボランティア募集
  図書館でボランティアをしませんか！

①  読み聞かせ＝絵本・紙芝居等の読み聞かせ

②  書架整理＝返却本を棚に戻したり書架の整

理

③  点訳・音訳 =視覚障がい者向けに点訳・音

訳の作成

●申込・問い合わせ先　図書館 ☎４３・０２７５

「
読
ん
だ
ら
忘
れ
な
い
読
書
術
」／
樺
沢 

紫
苑

「
広
岡
浅
子
逆
境
に
負
け
な
い
言
葉
」／
坂
本 

優
二

「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
話
し
方
」

 

／
『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』編
集
部

「
髪
は
増
え
る
！
」／
山
田 

佳
弘

「
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
い
し
い
絵
本
」／
八
木 

佳
奈

「
関
西
圏
の
鉄
道
の
す
べ
て
」／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

「
だ
か
ら
、
生
き
る
。」／
つ
ん
く
♂

「
職
業
と
し
て
の
小
説
家
」／
村
上 

春
樹

「
う
ず
ら
大
名
」／
畠
中 　

恵

「
Ａ
で
は
な
い
君
と
」／
薬
丸 　

岳

「
カ
エ
ル
く
ん
の
た
ん
こ
ぶ
」／
宮
西 

達
也

「
い
い
こ
に
し
て
、
マ
ス
ト
ド
ン
！
」／
ミ
カ
エ
ラ 

チ
リ
フ

「
日
本
の
神
さ
ま
大
図
鑑
」／
戸
部 

民
夫

「
み
ん
な
で
つ
く
る
１
本
の
辞
書
」／
飯
田 

朝
子

「
テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み
」／
村
上 

し
い
こ

問環境課　☎４３・６８２１

～維持管理状況の記録・閲覧～

第６回目は施設の維持管理状況の記録・閲覧についてご紹介します。

　最終処分場や焼却施設を設置する事業者は、維持管理に関する計画及び処理施設の維持管理状況（処

理した産業廃棄物の種類、数量や放流水、排ガスの測定結果等）を記録し、当月から３年間、インター

ネットの利用その他の適切な方法により公表しなければなりません。また、生活環境保全上の利害関

係者の求めに応じて、これを閲覧させなければなりません。

　管理型及び安定型産業廃棄物最終処分場を設置する事業者は、埋立終了までの間、毎年度、最終処

分場ごとに知事が算定する維持管理積立金の積立てが必要です。

 （出典：環境関連法及び環境の保全と創造に関する条例に基づく許可申請及び届出の手引）

VOL.6

休業

火葬

し尿収集

※ごみは決められた日、決められた場所に、当日の朝８時までに出しましょう。

ごみ収集日程

その他プラスチック製容器包装

燃やすごみ 12月29日㈫・１月５日㈫

12月25日㈮

12月28日㈪・１月４日㈪

年末年始の市役所等業務のお知らせ

尾崎・御崎・坂越・高雄・有年地区赤穂・城西・塩屋・西部地区

12月24日㈭

●市役所一般業務
　☎43･3201

●上下水道部
　☎43･1272

●市民病院
　☎43･3222

●図書館
　☎43･0275

●文化会館
　☎43･5111

●歴史博物館
　☎43･4600

●市民総合体育館
　☎45･2091

※市役所一般業務：年末は12月28日午後５時15分までとなっています。ただし時間延長を行っている市民対話課、市民課、税

務課、医療介護課、上下水道部については午後６時まで受け付けを行います。

※上下水道部：12月28日の水道の開閉栓は午後５時15分まで、水道料金及び下水道使用料等の納付は午後６時まで受け付け

ます。

※市民病院：緊急の場合は除きます。

※年内のし尿収集を希望する場合は、12月22日（火）までに美化センターまで申し込みください。

※美化センターへごみを持ち込む場合は、ごみ処理施設使用料として、10kgにつき70円が必要です。なお、混雑するため少量

の搬入はご遠慮ください。

26日土 27日日 28日月 29日火30日水 31日木 1日金 2日土 3日日 4日月
●美化センター
　☎42･3841

燃やすごみ、その他紙製容
器包装、その他プラスチッ
ク製容器包装、ペットボト
ル、ダンボール、紙パック

燃やさないごみ、缶・
びん、粗大ごみ

ご

み

持

込

25日金 26日土 27日日 28日月 29日火 30日水 31日木 １日金 ２日土 ３日日 ４日月 ５日火

休館中の図書（CD・ビデオ・DVDを除く）の
返却は玄関横のポストをご利用ください

12月25日～1月４日の間、テニスコート（クレー２面）を無料開放します

正月３ヵ日は
臨時開館します

９時30分

～12時

通常業務

８時30分

～16時

通常業務

８時30分

～16時

８時30分

～12時

９時30分

～15時

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

　（公財）兵庫県市町村振興協会の市町村
振興宝くじ収益金を財源とした、社会貢献
広報事業を活用し、ごみの戸別収集等を行
うための小型収集車を整備しました。
　小型収集車を活用して、平成27年10月よ
り、ごみステーションまでごみを排出することが困難な高齢者や、障が
い者等の世帯を対象に、ごみの戸別収集を実施しています。
問（戸別収集について）　　　　市民部 美化センター　 ☎４２・３８４１
　（社会貢献広報事業について） 総務部 財政課　　　　☎４３・６８６４

宝くじの収益金を活用し
小型収集車を整備しました

宝くじ助成で子ども神輿を整備しました

　宝くじ助成金（コミュニティ助成事業）で、田端自治会が秋祭りで使用
する子ども神輿を整備しました。
　今後のコミュニティ活動に大いに役立つことが期待されます。

●問い合わせ先　市民対話課　☎４３・６８１８
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●
  

申
込
期
限　

１
月
９
日（
土
）

※  

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

●
  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

坂

越
・
瀬
戸
の
嫁
入
り
実
行
委

員
会（
門
田
）

 

☎
０
９
０
・
２
５
９
４
・
１
４
８
０

　

「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in

あ
こ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
し
ま
す
。

　

当
日
、
会
社
紹
介
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
予
定
で
す
。
会
社

概
要
等
の
資
料
の
提
供
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
企
業
も
募
集
し

ま
す
。

●
  

日
時　

３
月
12
日（
土
）

　

  

▽
一
部（
参
加
者
へ
向
け
て
プ

レ
ゼ
ン
）＝
午
後
１
時
〜

　

  

▽
二
部（
就
職
説
明
会
）＝
午

後
２
時
〜
４
時

●
  

場
所　

市
民
会
館

●
  

募
集
数　

25
社
程
度（
先
着

順
）

●
  

申
込
期
間　

12
月
15
日（
火
）

〜
25
日（
金
）

●
  

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
用

紙
、
又
は
企
業
名
・
住
所
・

連
絡
先
・
メ
ー
ル
・
担
当
者

名
・
参
加
部
門
を
記
入
の
上
、

産
業
観
光
課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
等

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問  

産
業
観
光
課

 

☎
43
・
６
８
３
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
46
・
３
４
０
０

【
第
87
回
心
臓
病
教
室
】

●
  

日
時　

１
月
17
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
  

場
所　

赤
穂
市
民
病
院
3
階 

講
義
室

●
  

内
容　

①「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）に
つ
い
て

　

臨
床
工
学
技
士　

尾
崎
真
一

　

  

②「
心
臓
病
に
な
ら
な
い
日

常
生
活
に
つ
い
て
」 

　

循
環
器
科
医
師　

藤
井　

隆

【
第
29
回
肝
臓
病
教
室
】

●
  

日
時　

１
月
17
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
  

場
所　

赤
穂
市
民
病
院
3
階

講
義
室

●
  

内
容　

「
生
活
習
慣
と
肝
疾

患
」 

　

  

消
化
器
内
科
医
師　

勝
谷　

誠

※  

い
ず
れ
も
参
加
費
無
料（
事

前
申
し
込
み
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）

問  

赤
穂
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

 

☎
43
・
８
４
５
８

募集
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア

in
あ
こ
う
」参
加
企
業

健康

赤
穂
市
民
病
院

　

本
学
学
生（
２
年
次
生
）
が

「
地
域
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、

児
童
福
祉
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
心
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や

実
践
活
動
を
一
年
間
展
開
し
て

き
た
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
  

日
時　

12
月
12
日（
土
） 

　

  

午
前
９
時
5
分
〜
午
後
１
時

25
分

●
  

場
所　

関
西
福
祉
大
学

問  

関
西
福
祉
大
学

 

☎
46
・
２
５
２
５

　

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の
加
入
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

当
日
加
入
の
手
続
き
を
さ
れ

る
場
合
は
、
印
鑑
や
通
帳
を
お

持
ち
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
  

日
時　

12
月
21
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
  

場
所　

赤
穂
市
役
所
１
階

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問  

西
播
磨
県
民
局 

企
画
防
災

課 

☎
58
・
２
１
２
０

●
  

日
時
　
１
月
１
日（
元
旦
）

　

  

午
前
６
時
30
分
〜
８
時（
雨

天
中
止
）

●
  

場
所　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

芝
生
広
場

●
  

内
容　

▽
甘
酒
無
料
サ
ー
ビ

ス（
先
着
３
０
０
杯
） 

▽
赤

穂
宝
専
寺
恵
比
寿
大
黒
舞
保

存
会
に
よ
る
め
で
た
舞

問  

市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

 

☎
45
・
１
０
６
７

●
  

日
時　

１
月
２
日（
土
）
〜
３

日（
日
） 
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

※
雨
天
中
止

●
  

内
容　

▽
甘
酒
無
料
ふ
る
ま

い（
各
日
午
前
10
時
か
ら
先

着
１
０
０
名
） 

▽
観
覧
車
乗

車
の
子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ
プ

レ
ゼ
ン
ト 

▽
動
物
ふ
れ
あ

い
村
入
場
の
子
ど
も
に「
動

物
の
お
や
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

（
各
日
午
前
10
時
か
ら
先
着

30
名
） 

▽
縁
日
ハ
ピ
ネ
ス

カ
ー
ニ
バ
ル
ほ
か

問  

赤
穂
海
浜
公
園
管
理
事
務
所

 

☎
45
・
０
８
０
０

　

昔
の
香
り
が
残
る
歴
史
深

い
坂
越
の
町
で
、
舟
に
よ
る
嫁

入
り
や
花
嫁
道
中
を
再
現
し
ま

す
。（
後
日
、
写
真
展
開
催
）

●
  

対
象　

こ
れ
か
ら
結
婚
す
る

人
。
す
で
に
結
婚
さ
れ
て
い

て
式
を
挙
げ
て
い
な
い
人
。

●
  

日
時　

３
月
21
日（
月
・
祝
）

　

午
後
３
時
30
分
〜
６
時

●
  

場
所　

坂
越
の
浜
、
大
避
神

社
、
旧
坂
越
浦
会
所

催し

関
西
福
祉
大
学

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

催し

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

加
入
相
談
窓
口
を
開
設

催し

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

初
日
の
出
観
覧
会

催し

海
浜
公
園
お
正
月
こ
ど

も
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

募集

坂
越
の
嫁
入
り
Ⅲ

新
郎
新
婦

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6873

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１

http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。

～地球のためにできること～

〒678-0202 

赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

無  料
お手入れ講座
定期開催中

●採用期間　平成28年２月１日～６月17日

職　種 募集
人員 応募資格 賃金

（見込） 勤務時間等

パート事務員
＊ 確定申告事
務及び当初
課税事務補
助

２名
程度

不　問
（表計算ソ
フト等パソ
コンができ
ること）

時給
810円

市役所
（月～木）
9:00 ～

16:00
（金）
9:00 ～

15:00

●試験内容　面接
●試験日時　別途連絡します。
●  応募方法　１月15日（金）までに指定の履歴書を人
事課へ持参。受付時間は午前８時30分～午後５時
15分（土・日、祝日及び12月29日～１月３日を除く）

●問い合わせ先　人事課　☎４３・６８６３

臨時職員を募集します

従業員の方の個人住民税は、特別徴収で収めましょう

　平成28年の赤穂市成人祝賀式を開催し

ます。新成人の門出を祝う式典と、市内中

学校卒業生代表で組織する成人式実行委員

会が企画するアトラクションの２部構成で

行います。新成人のご家族の方も入場でき

ます。

●日時　１月10日（日）

　 ▽受付＝午前10時30分～

　 ▽開会＝午前11時～
●会場　文化会館大ホール
●  対象　平成７年４月２日から平成８年４
月１日までに生まれた人（住民票を市外に移
している方も、ご連絡をいただければ参加できます。）

●問い合わせ先
　教育委員会 生涯学習課 ☎４３・６８５８

●日時　１月17日（日）

　 ▽第一部式典　午前９時30分～

　 ▽   第二部演技　午前10時30分～
　赤穂中・赤穂西中学校吹奏楽部によ 
る合同演奏や伝統の放水合戦のほか、消
防ポンプ車による一斉放水など見所いっ
ぱい。
●場所　千種川河川敷緑地（中広河川敷）
●問い合わせ先　
　消防本部 総務課 ☎４３・６８８１

赤穂市成人祝賀式

平成28年消防出初式

　特別徴収とは、従業員の方の給与から個人住民税を

天引きし、事業主の方が従業員の方に代わって、毎月、

市町に納入していただくものです。

●  この制度は、地方税法及び各市町の条例の規定によ

り、所得税の源泉徴収を行う全ての事業主（給与支払

者）の方に義務づけられています。

●  特別徴収が不要なケースは法令で定められており、

例えば、事業主の方の希望に応じて特別徴収を行う・

行わないを決めるといったことはできません。

●  従業員の方にとっては、①年４回納める普通徴収に

比べ、毎月の給与天引き（年12回払い）になるので１

回当たりの納税額が少なくて済む、②直接金融機関

に出向く手間がなくなる、③納付忘れを防げるとい

ったメリットがあります。

●問い合わせ先　税務課 市民税係　☎４３・６８０３

特別徴収の方法による納税のしくみ

18No.768  2015年12月19 No.768  2015年12月



申
込
票
に
住
所
、
氏
名
を 

記
入
。

※  

会
議
を
傍
聴
す
る
人
で
、
会

長
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問  

都
市
整
備
課

 

☎
43
・
６
８
２
８

　

平
成
18
年
６
月
に「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問  

市
民
対
話
課

 

☎
43
・
６
８
１
８

●
  

お
仕
事
承
り
ま
す　

▽
簡
易

な
大
工
・
左
官
仕
事 

▽
家

事
の
お
手
伝
い 

▽
不
用
品

の
処
分 

▽
人
材
派
遣
等　

そ
の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
  

会
員
募
集  

市
内
在
住
で
働

く
意
欲
の
あ
る
男
性
60
歳
、

女
性
58
歳
以
上
の
人
、
会
員

と
な
っ
て
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。
特
に
剪
定
・
草
刈
作

業
、
筆
耕（
毛
筆
宛
名
書
き
・

賞
状
書
き
）
で
き
る
人
、
大

募
集
で
す
。
関
心
の
あ
る
人

は
入
会
説
明
会
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ

プ
の
右
下
に
最
新
の
就
業
募

集
状
況
を
載
せ
て
い
る
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
  

12
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

12
月
15
日（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問  （
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h
ttp
://w
w
w
.ako
-sjc.jp

●
  

民
俗
資
料
館
は
、
12
月
24
日

（
木
）
を
臨
時
開
館
し
ま
す
。

ま
た
12
月
19
日（
土
）か
ら
12

月
25
日（
金
）
ま
で
の
間
、
午

後
９
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

●
  

美
術
工
芸
館（
田
淵
記
念
館
）

は
、
特
別
展
の
展
示
替
え
の

た
め
１
月
13
日（
水
）を
臨
時

休
館
し
ま
す
。

お知らせ

12
／
10
〜
16 

北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

お知らせ

臨
時
開
館
・
休
館
の
お

知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
こ
う
11
月
号
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
赤
穂
市

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
受

賞
者
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

　

（
誤
）
入

潮

澟

都

　

（
正
）
入

潮

凜

都

●
  

日
時　

１
月
27
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
  

場
所　

総
合
福
祉
会
館
２
階

研
修
室

●
  

対
象　

過
去
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
お
持
ち
の
人
）

●    

講
師　

認
知
症
介
護
指
導
者

垣
谷
光
政
氏（
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
祇
園
）

●
  

参
加
費　

無
料

●
  

定
員　

30
名

●
  

申
込
期
限　

１
月
５
日（
火
）

※  

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

●
  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
42
・
１
２
０
１

　

ご
購
入
い
た
だ
い
た
赤
穂
市

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
有
効
期

限
は
平
成
28
年
１
月
31 

日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問  

産
業
観
光
課

 

☎
43
・
６
８
３
８

●
  

申
請
期
限　

２
月
３
日（
水
）

●
  

申
請
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ

先
　
社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉

給
付
金
担
当

 
☎
43
・
６
９
８
６

　

赤
穂
市
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
28
年
度
・
29
年
度（
２
ヵ

年
）
の
学
校
給
食
用
物
資
の
納

入
指
定
業
者
の
登
録
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
  

期
間　

１
月
８
日（
金
）
〜
29

日（
金
）

問  

赤
穂
市
学
校
給
食
会（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
48
・
７
１
５
１

●
  

日
時　

12
月
16
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜

●
  

場
所　

市
役
所
２
０
５
会
議
室

●
  

内
容　

尾
崎
・
御
崎
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
の
事
後
評

価
に
つ
い
て

●
  

傍
聴
申
込　

10
名（
受
付
順
）

※  
当
日
の
15
分
前
ま
で
に
傍
聴

研修

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

お知らせ
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

の
有
効
期
限
に
つ
い
て

お知らせ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
は
お
済
み
で
す
か
？

お知らせ

学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
登
録
申
請
受
付

お知らせ

尾
崎
・
御
崎
地
区
都
市
再
生
整

備
事
業
事
後
評
価
検
討
委
員
会

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

出　演：京都フィルハーモニー室内合奏団

曲　目：カルメン前奏曲、台所用品による変奏曲　ほか

入場料：＜前売＞一般1,000円、高校生以下500円（友の会2割引）

　　　　＜当日＞一般1,500円、高校生以下1,000円（友の会割引なし）

　　　　※0歳より入場可能。3歳以下は保護者1名につき膝上鑑賞無料。ただし、座席が必要な場合は有料。

京フィルとあそぼう！0歳からのクラシックコンサート

2016年1月24日(日) 14：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

入場料：〈セット〉一般5,000円、高校生以下3,000円（友の会2割引）

 〈単　独〉一般3,000円、高校生以下2,000円（友の会2割引）

発売日：友の会12月12日（土）、一般12月19日（土）から発売開始

 ※いずれの日も窓口午前９時～、電話予約午後１時～

第1章 千住真理子　ヴァイオリンリサイタル

千住真理子・中丸三千繪Friendship Concert

2016年2月11日(木・祝) 14：00開演　大ホール　全席指定

第2章　中丸三千繪　ソプラノリサイタル

2016年2月27日(土) 14：00開演　大ホール　全席指定

今月発売

入場料：一般5,500円、友の会5,000円　※未就学児はご遠慮ください。

第66回NHK紅白歌合戦に初出場決定！！ 山内惠介のコンサート

デビュー15周年記念 山内惠介熱唱ライブ2016 ～愛・生きる力～

2016年3月20日(日) 14：00開演　大ホール　全席指定

好評発売中

内　　容：ダンス・バレエ・バンド・日本舞踊等、音響設備を使用するジャンルのもの

応募資格：3歳以上の定住自立圏内（赤穂市・備前市・上郡町）に在住、在勤、在校の方

応募定員：25組（応募者多数の場合は抽選）

参加費用：1人1,000円（ただし3人以上のグループは、1組3,000円）

応募方法：12月20日（日）までに赤穂市文化会館窓口へお申し込みください。

第21回ハーモニーフリーステージ（反響板不使用の部）出演者募集

2016年3月6日(日) 13：30開演予定　大ホール　

募集中！！

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から
10年で取替が必要です

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から
10年で取替が必要です

悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

●職種等（採用予定：平成28年4月1日）

職　種 採用予定
人　　員 応　　募　　資　　格

介護職 １名程度

昭和46年４月２日以降に生まれた人
介護福祉士として指定登録機関に登録
（見込み）の人、普通自動車運転免許証
を取得（見込み）の人

●試験日等

試験日 応募（受付）期間

第１回 平成28年
　１月９日㈯

12月８日㈫
　～平成28年１月５日㈫

第２回 　２月６日㈯ １月18日㈪～２月１日㈪

第３回 　３月５日㈯ ２月15日㈪～２月29日㈪

※試験開始時間はいずれも午前９時～
※  ご都合の良い日を選んでご応募ください。ただし、2回目
以降予定人員達したときは、採用試験を行わない場合があ
ります。
●試験会場　老健あこう会議室

●試験内容　一般教養試験、作文、面接

●  応募方法　指定の履歴書、登録証、免許証の写し、平成

28年３月卒業見込みの人は卒業見込証明書及び成績証

明書を老健あこう事務課まで持参又は郵送

　 ▽   受付時間＝午前８時20分～午後５時まで（土日・祝日

を除く）。郵送の場合は期間内に配達されていること。

●問い合わせ先　〒678-0232　赤穂市中広1092番地

 老健あこう 事務課　☎４２・１００５

●採用予定　平成28年１月

職種 勤務地 募集人員 勤務条件 賃金（見込）

臨　時
作業員

海洋科学館・
塩の国

１名
８：00 ～ 16：45
月に11日程度

日額
6,700円

●試験日時等　１月10日（日） 午前10時～　文化会館

●試験内容　面接試験

●  応募方法　12月12日（土）～ 12月27日（日）までに受験

申込書を文化会館内赤穂市文化とみどり財団事務局へ

持参（申込書は文化会館内事務局にあります）

●受付時間　午前８時30分～午後５時15分（火曜日休館）

●問い合わせ先　赤穂市文化とみどり財団事務局

 ☎４３・３２６９

老健あこう職員（正規職員）を募集します

赤穂市文化とみどり財団臨時作業員募集

18
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保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818
心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市

福

保セ

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

保健センター ☎43・9855

会

健康

地セ

市民会館 ☎43・7450

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

12/8～1/17健康・相談

1月

1  
中村内科医院 ☎ 46・0012
9：00～ 17：00

2  
秋山成長クリニック ☎ 46・4115
9：00～ 17：00

3  
てんわかかりつけ医院 ☎ 43・7411
9：00～ 17：00

4 ●こころのケア相談（要予約） 14：00～ 15：00 

5
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 

6
●農地相談　10：00～ 11：30 

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 

●３歳児健診（Ｈ24.7生） 13：30～ 14：30 

7

8
●健康相談　9：00～ 11：00 

●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 

9
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士　無料相談 

 10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

10  
石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00～ 17：00

11  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00～ 17：00

12 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

13
●心配ごと相談　13：00～ 17：00 

●２歳児歯科健診（Ｈ25.5生・Ｈ25.6生） 13：30～ 14：30 

●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

14 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

15

16
●司法書士による法律相談　9：30～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

17  
くぼかわ医院 ☎ 42・2140
9：00～ 17：00

人口の動き（10月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,406戸 （＋ 12）

人口 49,661人 （－ 38）

男 24,003人 （－ 20）

女 25,658人 （－ 18）

 （　）内は前月比
◎10月中の異動

出生 26人（－ 8） 転出 101人（＋ 7）

死亡 49人（± 0）その他増 0人（－ 1）

転入 86人（－ 6）その他減 0人（－ 8）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 10月 平成27年累計

発生件数 99（－ 29） 1,139（－ 11）

　人身 18（－ 6） 169（－ 11）

　物損 81（－ 23） 970（± 0）

死者 0（± 0） 0（－ 1）

重傷 2（＋ 2） 16（＋ 3）

軽傷 25（－ 1） 183（－ 12）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 10月 平成27年累計

火災 5（＋ 4） 17（＋ 5）

救急 157（＋ 14） 1,575（＋ 146）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

12月

8 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

9
●心配ごと相談　13：00～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

10 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

11
●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30～ 15：00 

12
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士　無料相談 
　10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  
きむクリニック ☎ 45・7355
9：00～ 17：00

14 献血　10：00～ 15：30　赤穂市役所

15
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 
●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 

16

●女性問題専門相談（要予約） 13：00～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00～ 17：00 
●１歳６か月児健診（Ｈ26.5生） 13：30～ 14：30 

17

18

19
●司法書士による法律相談　9：30～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

20  
松本クリニック ☎ 42・0036
9：00～ 17：00

21

22

●健康相談　9：00～ 11：00 
●行政相談　10：00～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

23  
赤穂記念病院　加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00～ 17：00

24

25 ●ベビーレッスン　13：00～ 15：00 

26

27  
澤田医院 ☎ 48・8149
9：00～ 17：00

28

29  
岩谷内科 ☎ 45・2888
9：00～ 17：00

30  
堀クリニック ☎ 43・6066
9：00～ 17：00

31  
藤野内科クリニック ☎ 42・1077
9：00～ 17：00

奉
還
へ
と
い
う
流
れ
で
す
が
、
討
入
り
に

つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
国
際

連
盟
が
成
立
し
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た

第
三
期
の『
尋
常
小
学
国
史 

下
巻
』（
大
正

10
年
）に
な
る
と
、
目
次
に
後
光
明
天
皇
、

徳
川
光
圀
、
大
石
良
雄
、
松
平
定
信
、
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

、
高
山
彦
九
郎
と
蒲が

も

生う

君く
ん

平ぺ
い

、
孝

明
天
皇
が
加
わ
り
、
天
皇
家
や
国
学
に
関

す
る
記
述
が
増
え
ま
す
。
大
石
良
雄
は
徳

川
光
圀
と
同
等
に
項
目
立
て
さ
れ
、
浅
野

内
匠
頭
の
殿
中
刃
傷
か
ら
討
入
り
後
の
切

腹
ま
で
、
国
史
教
科
書
で
は
じ
め
て
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

①
浅
野
内
匠
頭
が
吉
良
上
野
介
に
斬
り

つ
け
た
の
は
、
上
野
介
が
性
格
の
悪
い
欲

深
い
人
物
で
、
進
物
の
少
な
い
内
匠
頭
に

対
し
て
、
き
ち
ん
と
勅
使
接
待
の
指
図
を

せ
ず
、
勅
使
饗
き
ょ
う
お
う
応
の
当
日
、
人
々
の
面
前

で
の
の
し
っ
た
た
め
、
内
匠
頭
が
我
慢
で

き
な
か
っ
た
か
ら
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

②
大
石
内
蔵
助
に
つ
い
て
は
、
山
鹿
素

行
に
兵
学
を
、
伊
藤
仁
斎
に
漢
学
を
学
ん

だ
文
武
両
道
の
人
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。
血
気
に
は
や
る
仲
間
を
お
さ
え
つ

つ
主
家
の
再
興
を
試
み
ま
し
た
が
、
吉
良

家
の
家
督
相
続
が
実
現
し
、
浅
野
家
再
興

の
望
み
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
上
野
介
宅

を
襲
い
、
首
を
主
君
の
墓
前
に
供
え
て
自

首
し
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

③
切
腹
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
将
軍
綱

吉
が
主
の
為
に
忠
義
を
尽
く
し
た
こ
と
を

褒
め
、
幕
府
の
中
に
も
助
命
を
望
む
者
が

い
ま
し
た
が
、
徒
党
禁
止
に
違
反
し
た
た

め
致
し
方
な
か
っ
た
と
し
、
赤
穂
義
士
の

誉ほ
ま
れは

後
々
ま
で
長
く
世
の
義
心
を
は
げ
ま

し
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

④
挿
絵「
大
石
良
雄
等
そ
の
主
の
讐
を

復
す
」
は
、
討
入
り
を
終
え
て
引
き
上
げ

る
場
面
で
し
た
。

　

な
お
、
第
四
期
の『
尋
常
小
学
国
史 

下

巻
』（
昭
和
10
年
）
は
、
第
三
期
の
文
語
体

を
口
語
体
に
改
め
た
も
の
で
、
内
容
に
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
を
経
て
、

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
年
に
刊
行
さ
れ

た
第
五
期
の『
小
学
国
史 

下
巻 

尋
常
科

用
』（
昭
和
16
年
）
で
は
、
そ
れ
ま
で
み
ら

れ
な
か
っ
た「
神
し
ん
ち
ょ
く
勅
」が
教
科
書
冒
頭
に
登

場
し
ま
す
。
討
入
り
に
つ
い
て
は「
大
石

良
雄
と
新
井
白
石
」で
ふ
れ
ら
れ
ま
す
が
、

討
入
り
に
至
っ
た
経
緯
は
削
除
さ
れ
、
分

量
も
昭
和
10
年
版
の
半
分
ほ
ど
に
減
っ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
芝
居
の
忠
臣
蔵
に

よ
っ
て
一
層
有
名
に
な
っ
た
こ
と
に
は
言

及
し
て
い
ま
す
。
挿
絵
も
、
吉
良
邸
門
前

に
並
ん
だ
場
面
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
最
中
の
第
六
期『
初
等
科

国
史 

下
』（
昭
和
18
年
）は
、
目
次
が
大
幅

に
改
変
さ
れ
、
人
物
中
心
か
ら
内
容
を
反

映
し
た
項
目
立
て
と
な
り
ま
す
。
討
入
り

に
関
す
る
記
述
は
、
昭
和
16
年
の
半
分
強

に
減
り
ま
し
た
。
挿
絵
は
梯は

し

子ご

を
か
け
て

邸
内
へ
討
ち
入
る
場
面
で
、
衣
服
は
ぎ
ざ

ぎ
ざ
模
様
、
内
蔵
助
は
陣
太
鼓
を
持
っ
て

お
り
、
歌
舞
伎
の
忠
臣
蔵
の
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

　

ち
な
み
に『
初
等
科
国
史 

下 

教
師
用
』

に
は
、
皇
国
の
発
展
と
国
体
の
精
華
を
明

ら
か
に
し
、
皇
国
臣
民
と
し
て
の
自
覚
を

養
成
し
、
皇
国
の
歴
史
的
使
命
遂
行
の
覚

悟
に
導
く
の
が
、
教
育
目
標
で
あ
る
と
書

か
れ
、
武
家
政
治
の
時
期
に
お
い
て
も
国

体
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
立
場

が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
士
に
つ
い

て
は「
そ
の
忠
が
小
義
の
ゆ
ゑ
に
抹
殺
さ

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
」、
一
致
団
結
・

堅け
ん

忍に
ん

不ふ

抜ば
つ

の
精
神
が
称
揚
さ
れ
る
べ
き
こ

と
、
武
士
道
の
文
脈
の
中
で
、
限
界
を
も

つ
に
せ
よ
封
建
的
忠
義
に
ふ
れ
る
こ
と
は

意
味
あ
る
こ
と
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
中
、
討
入
り
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
、
軍
国
主
義
を
鼓
吹
し
た
の

で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、

武
家
政
治
は
皇
国
の
歴
史
の
中
で
は
あ
く

ま
で
も
傍
流
で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
主
従

関
係
に
も
と
づ
く
事
件
に
す
ぎ
な
い
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

 

谷
口
眞
子
）

　
　
　

史
教
科
書
が
討
入
り
を
ど
の
よ
う

に
扱
う
か
は
、
時
代
に
よ
っ
て
か

な
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
明
治

時
代
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
時
期
ま
で
、
初

等
教
育
の
児
童
に
対
し
て
、
国
定
歴
史
教

科
書
が
討
入
り
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
た
か
、
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
期
の『
小
学
日
本
歴
史
二
』（
明
治

37
年
）と
第
二
期
の『
尋
常
小
学
日
本
歴
史 

巻
二
児
童
用
』（
明
治
43
年
）
で
は
、
徳
川

家
康
、
徳
川
家
光
、
徳
川
綱
吉
・
新
井
白

石
、
徳
川
吉
宗
、
尊そ
ん
の
う王
論
、
外
艦
の
渡
来

と
攘じ
ょ
う
い夷
論
、
大
政
奉
還
と
明
治
維
新
、
と

い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
半

は
人
物
史
、
後
半
は
尊
王
攘
夷
か
ら
大
政

歴

忠臣蔵の散歩道

国史教科書にみる

 討入りの描かれ方

5

コラム　　
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　11月下旬から、義士祭と忠

臣蔵ウイークののぼり旗が設

置され、忠臣蔵ウイークイベ

ントもスタートし、まちは活

気づいてきましたよね。

　今年の義士祭は、吉良町の

三州吉良太鼓や、前日には京

都山科のこども歌舞伎が上演

されるなど忠臣蔵ゆかりの地

の皆さんにも祭りを盛り上げ

ていただきます。

　12月12日土曜日のあさ９

時からサンテレビ「西はりまサ

タデー９」で義士祭のお知らせ

や忠臣蔵ウイークの情報など

が放送されますので、ぜひご

覧ください。

　義士祭と忠臣蔵ウイークの

情報が満載のチラシを片手に、

いざ出陣！ て

ちゃん ちゃんちゃん
加里屋元塩町 高　野

平成26年11月４日生まれ

父・輝保さん　母・知子さんより父・護さん　母・真紀さんより 父・誠さん　母・美穂さんより

「1歳おめでとう♪かわいい笑顔でみんなを癒やしてね♡」「ニコニコ笑顔で大きくな～れ！」

川西  普 也
か わ に し し ん やい り めえ い

平成26年６月27日生まれ

「たくさんの笑顔をありがとう」

末廣  　 葵
す え ひ ろ あおい

入 江  萌 維
平成25年12月25日生まれ

◆表紙の説明◆　【堂々と演じた「子ども義士物語」】
　11月27日、城西小学校では、21年目を迎える「子ども義士物語」
を６年生64人全員で披露しました。伝統的に受け継がれてきた
台本を、自分たちなりに手直しをして「子ども義士物語2015」を
堂々と演じました。写真は、11月20日に行われたリハーサルの
模様で、忠臣蔵のクライマックス「討入り」の場面です。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは12月25日（金）、
　広報あこうは１月４日（月）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

お豆腐を使ってデザートを1品！

豆腐白玉の黒蜜かけ

　おやつにも一工夫。水分の代わりに豆腐を練り込みます。お

団子がもっちりとした食感になり、たんぱく質アップもできま

す。手作りおやつでほっこりした時間を過ごしてみてはいかが

でしょうか。

一口メモ　 　

■編集後記■

＊１人分栄養素＊

エネルギー　132kcal　　　　　塩分　0g

問保健センター　☎４３・９８５５

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方

①  白玉粉と約同量の豆腐をよく練り混ぜる。硬さをみながら調整
する。

②小さい団子に丸め、沸騰湯で浮いてくるまで茹でる。

③②を冷水にとってから、器に入れる。

④黒砂糖と水を混ぜて火にかけて溶かす。

⑤③に④をかけ、きな粉をふる。

■材　料（４人分）

絹ごし豆腐 ・・・・・120g

白玉粉 ・・・・・・・120g

黒砂糖（粉） ・・・・・・50g

水 ・・・・・・・・・・50g

きな粉 ・・・・・・大さじ３


